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新年あけましておめでと

うございます。本年もよろ

しくお願いいたします。 

令和５年こそはコロナを

克服して，安心して学校生活が送れる年になる

ことを切に願っている所ですが，年末から第８

波が全国的に急拡大し，予断を許さない状況が

続いています。学校としては，何よりも生徒の

安心安全を最優先と捉え，今まで以上に気を引

き締めて学校運営に当たりたいと思います。 

さて，いよいよ３学期がスタートいたしまし

た。始業式では，私からは「この１年で頑張り

たいことを有言実行する」ことの大切さを生徒

達にお話ししました。寒い中での始業式でした

が，生徒は背筋を伸ばし，とても真剣に話を聞

いていました。各学年の代表生徒の決意発表も

とてもしっかりした内容で，原稿を見ずに堂々

と発表する姿はとても立派でした。全員が自分

の課題をしっかりと見つめ，一歩一歩着実に努

力していこうという強い決意が感じられ，とて

もうれしく思いました。 

「一月往ぬる，二月逃げる，三月去る。」とい

われるように，３学期はとても短い学期です。

しかし，この期間は現在の学年をしめくくる

“まとめ”の時期であると同時に，新しい生活

や学年に向けて準備を進める“大切な学期”で

す。年度当初から全職員，全生徒で取り組んで

きた「気づき，考え，実行する」態度目標の実

現を目指して，１２８名の生徒と２０名の教職

員が力を合わせ頑張っていくことを再確認する

ことのできた始業式でした。 
           １年代表 小林涼祐さん 

２年代表 佐野美百合さん  ３年代表 田中佑磨さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
今年も新年恒例の「校内書

初め」が，国語の授業の中で

実施されました。「書初め」に

は，一年の抱負やおめでたい

言葉をしたため，目標成就や

新年をお祝いする意味が込められているそうで

す。IC化が進み，文字を書くこと自体が少なく

なっている今日，昔ながらの伝統行事にいそし

むことは，とても意味のあることだと思いま

す。どの教室も，普段とは違い落ち着いた雰囲

気の中で実施されていました。お手本をよく見

ながら，紙に手を添え，きりっとした姿勢で書

初めに臨む生徒の姿は，とても凛々しく見えま

した。 

 

新生徒会長 望月颯さん

昨年末に実施された新

生徒会選挙によって選出

された新生徒会長・副会長

のもと，新しい本部役員が

任命され，新生徒会が発足

しました。始業式では，新生徒会長の望月颯さん

より，今年の目標や解決しなければならない課題

について発表されました。就任後最初の取り組み

は，３月に実施予定の「３年生に贈る会」の企画・

運営となります。毎年，在校生から３年生に感謝

の気持ちを伝えるこの会は，新しい笛南中学校を

創り上げていく新リーダーの育成にもその目的

があります。全校生徒の力を結集して，心暖まる

会に出来るよう頑張って欲しいと思います。 

 

新生徒会執行部 

生徒会長 望月 颯（２年） 

男子生徒会副会長 眞島 李都（２年） 

女子生徒副会長 角田 のの香（２年） 

議長 遠藤 ひなの（２年） 

議長 七澤 慶次（１年） 

書記 川島 泰乙（２年） 

書記 田中 愛（１年） 

事務局員 村松 咲蘭（２年） 

事務局員 木之瀬 りな（２年） 

事務局員 米山 理央（２年） 
 

 

 

甲府市立笛南中学校 

文責 校長 井上有史 笛  南  中  だ  よ  り  

 


